
◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例会は、
　　　　　12月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第231号
令和３年11月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116

   〒 979-1292
　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24議会議会だだよよりり議会だより
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成人式へご出席のみなさん、「成人の日」を迎えられ、おめでとうございます。
明るい希望と将来への期待に胸をふくらませておられることと心からお慶び
申し上げます。� 川内村議会議員一同
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予 算
◆川内村監査員意見【要旨】
　�　村長から提出された令和２年度一般・特別会計の歳入歳出決算書及び付属書類、並びに基金の運

用状況は、総括的かつ慎重に審査した結果、予算の執行状況に違法又は不適当とみられるものは無

く、決算は総じて妥当であったと認めるものであるが、主に下記の点について意見がありました。

主要事業執行状況について
　�　令和２年度に行われた主要事業等について、書類審査を行ったところである。復興関係や災害

復旧の繰越事業も含め、コロナウイルス感染症対応など事務量が増加し、マンパワー不足の中、

事業の完了、書類等の整備を行われてきた職員の努力に改めて敬意を表するところである。今後

も職員の健康管理とともに適正な事務処理に努めてほしい。

歳入について
　�　村税等は、貴重な村の自主財源であることから、債権保全のための手続きと引き続き収入未済

額解消に向けた取り組みと面談等の記録や支払い計画書等を提出させるなど関係法令に基づいた

適正、厳格な事務処理をお願いしたい。

令和３年第３回定例会令和３年第３回定例会
９月７日から10日まで開催９月７日から10日まで開催

９月定例９月定例会会

令和２年度決算　令和３年度補正予算　条例改正、工事請負契約、
人事案件など20議案が審議可決（同意）成立

　令和３年第３回議会定例会は、９月７日から10日までの４日間の会期で行われました。

　今定例会では、提案された令和２年度各会計歳入歳出決算認定７件、令和３年度各会計補正予算

６件、条例廃止１件、条例改正２件、契約２件、人事１件、その他１件の20件が審議され、原案

どおり可決（同意）しました。

令和２年度　特別会計も含めて決算総額令和２年度　特別会計も含めて決算総額

103億680万7,955円を認定！103億680万7,955円を認定！

決算の状況

令和２年度　決算状況
会 計 の 名 称 歳 入 額 歳 出 額 差 引 差 額
一 般 会 計 　94億9,327万9,153円 88億4,814万1,694円　 6億4,513万7,459円　

国民健康保険 　5億1,846万6,749円 4億8,766万1,434円　 3,080万5,315円　

直営診療施設 　1億8,239万  602円   1億6,457万8,004円 1,781万2,598円　

農業集落排水 　2億1,921万  193円 2億1,806万8,483円　 1,141,710円　

介 護 保 険 　5億5,321万7,479円 5億1,323万2,292円　 3,998万5,187円　

介護サービス 0円 0円　 0円　

後 期 高 齢 者 　75,150,448円 75,126,048円　 24,400円　

総　　　　額 110億4,171万4,624円 103億680万7,955円 7億 3,490万6,669円
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歳出について
　�　予備費や流用については、突発的経費として歳出することは理解できるが、当初予算や補正予

算で対応できる経費も見受けられる為、精査して予算計上を願う。また、人件費や各報償費の取

り扱いについては、必ず性質を確認したうえで適正な節で歳出をお願いしたい。

◆令和３年度川内村一般会計補正予算（第２号）
　�　既定の歳入歳出予算の総額に３億8,227万９千円を増額し、予算の総額を48億3,618万１千円と

した。今回の補正には、各会計における令和２年度の決算剰余金を令和３年度に繰り越すための

ものが含まれている。

歳入補正の主なもの
　�　地方交付税が確定し１億9,410万１千円を増額、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事

業臨時補助金313万５千円、村道補修にかかる道路補修補償費56,000千円を増額、令和２年度か

らの繰越金として4,833万７千円を計上した。

歳出補正の主なもの
・総務費
　�　公共施設の個別施設計画作成委託料440万円、川内駐在所移設に伴う造成工事等に1,650万

円、篠平区登記修正の用地測量委託880万円、県道小野富岡線改良工事に伴う光ケーブル移設

委託料2,400万円、移住・定住支援センター設置運営業務委託料432万８千円を増額。

・民生費
　�　社会福祉協議会の人件費や物件費等組織運営負担金補助金349万５千円、低所得者の子育て

世帯に対して一人当たり５万円を給付するため扶助費95万円の増額。

・衛生費
　�　自治体予防接種台帳システム委託料やシステム改修委託料420万７千円、新型コロナ用ワク

チン保管冷凍庫の停電に備えた蓄電システム整備のため備品購入費313万５千円の増額。

・農林水産業費
　�　戸毛ノ森地区村有林法面崩落箇所の改修に係る測量設計委託料550万円、除染廃棄物搬出で

破損した林道施設補修にかかる工事請負費1,650万円の増額。

・商工費
　�　人件費、指定管理者審議委員報酬等714千円の増額。

・土木費
　�　村道続滝・大平線の拡幅工事として工事請負費600万円、除染廃棄物の仮置き場として利用

していた小猿合川の護岸復旧や菅ノ川護岸復旧のための工事請負費2,500万円、住宅費では宮

渡住宅給水施設新設撤去に3,000万円の増額。

・消防費
　�　県道小野富岡線改良工事に伴う早渡地区防火水槽撤去・新設の工事に1,650万円、個別受信

機更新のため備品購入費390万５千円の増額。

・教育費
　�　福島県事業による河川改修工事に伴う小中学園のフェンス等撤去工事143万円、校舎やエア

コンの備品が経年劣化による修繕として407万円増額。

・災害復旧費
　　農地等小災害復旧費8,000万円、道路橋梁施設災害復旧費2,000万円を増額。

補正予算
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◆令和３年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
　既定の歳入歳出予算にそれぞれ3,080万５千円を増額し、予算の総額を４億8,595万９千円と

した。

◆令和３年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算（第１号）
　既定の歳入歳出予算にそれぞれ1,781万２千円を増額し、予算の総額を１億8,147万２千円と

した。

◆令和３年度川内村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　既定の歳入歳出予算に、389万１千円を増額し、予算の総額を１億1,974万６千円とした。

◆令和３度川内村介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
　既定の歳入歳出予算にそれぞれ3,998万６千円を増額し、予算の総額を５億6,315万５千円と

した。

◆令和３年度川内村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　既定の歳入歳出予算にそれぞれ117万５千円を増額し、予算の総額を7,274万円とした。

◆川内村飲料水安全確保対策基金条例の廃止
　平成26年３月14日に制定され、飲料水への不安を払拭し村民の早期帰村を促すために東京

電力からの賠償金を財源として基金を創設することで事業を実施してきましたが、その目的を

達成したため基金を廃止するもの。

◆川内村過疎地域自立促進特別事業基金条例の一部を改正する条例
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が今年４月１日施行されたため、同法第

14条第２項に規定する過疎地域持続的発展特別事業を実施するため、関係する文言の改正を

行うもの。

◆川内村手数料徴収条例の一部を改正する条例
　行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正　　

に伴い地方公共団体情報システム機構は申請者から個人番号カードの発行手数料を徴収するこ

とができるとされたことから手数料条例を改正するもの。あわせて、通知カードの再発行が廃

止されたことによる手数料の一部を改正するもの。

◆工事請負契約の締結について
　平成29年度より整備を進めておりました林業専用道路で、令和元年の台風19号により整備

途中であった路肩法面が大規模に崩落し、幅員の確保が困難となり、法面の復旧を行うもの。

◆物品購入契約の締結について
　消防団第４分団に配備している軽自動車の消防ポンプ積載車両は、購入後20年以上経過し

ているため、消防車両更新計画に基づき、消防ポンプ積載車１台を購入するもの。

契 約

条 例



（5）令和３年11月１日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          かわうち議会報      

◆川内村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　委員定数５名のうち委員１名の任期満了に伴い、渡邉健二氏（上川内字後谷地）を再任する

もの。全会一致で同意されました。期限は令和３年10月１日から４年間です。

◆川内村過疎地域持続的発展計画の策定について
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１項の規定に基づき、議会の議決

を経て、令和３年度から令和７年度までの５年間に本村が実施する施策について、特別措置が

講じられるよう策定するもので、村全域が対象地域となっています。

人 事

計画策定

　令和３年７月29日に、総務常任委員会と産業建設常任委員会の合同で行政調査を実施し

ました。今回は、令和元年度災害箇所の復旧状況を主に調査しました。また、村内に進出

いただきました大橋機産株式会社　川内工場を視察させていただきました。

　災害復旧箇所については、担当課の職員より説明を受け現場の確認をしましたが、全般

的に適正に整備されており、今後も引き続き未整備な箇所について早急な整備をお願いい

たしました。

　大橋機産　川内工場の視察については工場長より工場内の稼働状況や生産体制について

丁寧な説明を伺いました。対応いただきました職員及び大橋機産の従業員の方々には改め

て御礼申し上げます。

行政調査を実施しました

令和元年災の災害復旧現場で
担当職員より説明を受ける議員

大橋機産　川内工場で工場長より
業務内容の説明を伺う議員
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１．かわうち高原ドウダン祭りについて

　はじめに、かわうち高原ドウダン祭りであります。

　去る６月13日に、かわうち村まつり実行委員会主催による「かわうち高原ドウダン祭り」が

開催されました。これまで、原発事故の影響により実施できない状況でありましたが、管理棟や

林道などの環境整備が整ったことから、11年ぶりの開催となりました。

　新型コロナウイルス感染対策のため、入場者を福島県内在住者に限定いたしましたが、当日は

約200名が集い、エゾハルゼミの爽やかな鳴き声を聞きながら森林ウォーク、スタンプラリー、

森林インストラクターによる遊歩道散策ツアーなど楽しまれました。また、会場では村の特産品

ブースでは物販も行われましたが、感染防止対策のためファーストフード的な飲食物販売は自粛

されたとのことです。今回はお笑い芸人でありソロキャンパーとして人気の「ヒロシ」氏のトー

クショーも行われ、賑わいに花を添えていただきました。

２．醸造施設「かわうちワイナリー」開所について

　次に、醸造施設「かわうちワイナリー」開所　であります。

　念願であった醸造施設「かわうちワイナリー」が５月末に完成いたしました。この施設は、県

の福島再生加速化交付金を活用して建設した施設であり、去る６月26日にワイナリーの開所式

を開催いたしました。式には渡邉議長はじめ議員皆様のほか内堀県知事、横山復興副大臣、葉梨

農林水産副大臣及び江島原子力災害現地対策本部長など約60名のご臨席をいただきお祝いの言

葉もいただいたところでございます。

　村では、平成28年より、震災復興、帰還促進、新たな農業への挑戦、地方創生の取り組みの

一環として、村内で収穫する醸造用ブドウを活用したワインを生産することを目指し、醸造用ブ

ドウの栽培に取り組んできました。８月19日には相馬税務署より「果実酒製造免許」が事業主

体である「かわうちワイン株式会社」に交付されました。今回完成したワイナリーで醸造が始ま

り、いよいよワイン造りが始まります。今後、地域に愛されるワイン、更に地域に愛されるワイ

ナリーを目指し、「かわうちワイン株式会社」とともに進めていきたいと考えております。

３．新型コロナワクチン接種について

　次に、新型コロナワクチン接種について　でありますが、村内での予防接種は５月から実施し

村内居住者関係で85％の方が接種しております。

　集団的な予防効果指数では、地域内で70％以上の接種者とされており、感染防止効果が期待

できるものの、日常生活と地域経済活動による人の往来によって感染の危険性があり、又感染力

の強い「デルタ株」の感染者が９割以上となっている現在、これまで以上注意を払い各々の感染

対策へ協力くださるようお願いいたします。

　こうした中、去９月４日には、敬老者への感謝と敬意を表し、令和３年度川内村敬老会を予定し

ておりましたが、県全域に発出している「福島県非常事態宣言・まん延防止等重点措置」が９月12

日まで延長されることとなり、一人でも感染者を少なくするため感染防止の取組が強く要請され

ており、感染力の強い「デルタ株」から村民を守るためにも、行事の中止を判断したところです。

村からの行政報告
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４．教育関係行政報告について

　前回以降の教育に関する行政報告をいたします。

　先ず１点目は、令和２年度の教育行政の点検報告であります。地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第26条に基づき、毎年事務の執行及び管理の状況について学識経験を有するものの知見

を活用して点検評価し、議会に報告するとともに村民に公表してまいりました。

　令和２年度は、４年計画で進めてきました村教育環境整備事業の最終年度に当たり、義務教育学

校の開校、幼保連携型認定こども園の開園に関する工事及び諸準備、GIGAスクール構想に基づく

ICT環境整備等に追われる一方で、新型コロナ禍によって行政執行に大きな制約を受けた１年間で

ありました。そのような中でも今できることを着実に実施したという評価もあって、総評価につい

ては４段階中「ほぼ達成している」として「３」の評価を受けたところでございます。８月27日

付で議会に報告書を提出しておりますので、ご高覧たまわりますれば幸甚に存じます。併せて、ホー

ムページ等でも公表してまいります。

　２点目は、第56回天山祭りでございます。コロナ禍中であることから、県内在住者を対象に７

月10日に規模、内容、時間等を縮小して開催しました。当日は天候にも恵まれて、一般参加者67名、

招待者を含めて約100名の参加があり、アンケート調査の結果では児童生徒の郷土芸能、創作詩の

朗読、歴程同人の心平先生にまつわる逸話と朗読が評価されるとともに、これまで50回以上参加

している人が３人いることも分かりました。これらを検証分析して、次回の内容改善に努めてまい

ります。

　３点目は、成人式についてであります。対象者30名中11名参加のもと８月15日にコミセンで、

内容等をコンパクトにするとともに参加者には体調チェック表の提出、手指消毒、マスク着用等感

染防止策を徹底して開催いたしました。村として、新成人のスタートを祝福し、更なる活躍を期待

しているところでございます。

　４点目は、川内小中学園９年生�三瓶友也君の第48回全日本中学校陸上競技選手権大会出場報告

であります。７月５日から７日に実施された福島県中学校体育大会陸上競技大会1,500ｍ部門で標

準記録を突破して全国大会出場を決定づけるとともに、８月７日から９日の東北大会でも優勝、８

月17日から20日に茨城県で開催された第48回同大会に於いては、惜しくも決勝進出はなりません

でしたが、彼の努力と健闘をたたえ今後の活躍を期待したいと思っております。
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〇一般質問の内容

通告順 議　員 質 問 事 項

１ 井 出 剛 弘
１．県道、������村道の側溝について

２．米全袋検査の農家補償について

２ 坪 井 利 之

１．川内村火葬場使用料助成制度について

２．�コミュニティハウスにじいろ（地域文化伝承教室）

について

３.�川内村国保診療所・整形外科について

３ 佐久間武雄
１．イチゴハウスについて

２．工業団地　農について

４ 久保田裕樹
１．�各家庭における新盆の焼香参拝に係る村施設等

での一括開催について

５ 新 妻 幸 子 １．川内村における新生活運動について

※一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は60分以内で行われました。

一 般 質 問一 般 質 問 ５名の議員が村の考えを質す

村政を問うここを
質す

一般質問

　今定例会の一般質問は、９月７日に行われました。議員５名から９件の通告があり、双葉郡内の火

葬場再開に伴う助成制度の取り扱いや、県道、村道の側溝の管理状態、お盆の焼香参拝や新生活運動、

田ノ入工業団地の進捗状況などについて質しました。

　各議員からの質問内容は、次のとおりです。

　以下、質問と答弁を登壇した順にお知らせします。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
側
溝
に
堆
積

す
る
落
葉
や
土
砂
等
の
撤
去
に
つ
い
て
村

の
対
策
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
１
点
目
の
、
県
道
、
村
道
の
側
溝

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
議
員

ご
指
摘
の
通
り
、
道
路
側
溝
の
排
水
機
能

は
、
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
落
葉
や

土
砂
等
が
堆
積
し
た
場
合
は
、
適
切
に
排

水
さ
れ
ず
災
害
に
繋
が
る
こ
と
や
、
被
害

を
大
規
模
な
も
の
と
し
て
し
ま
う
こ
と
は

十
分
に
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
県
道
の
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福

島
県
富
岡
土
木
事
務
所
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
補
修
等
が
必
要
な
箇
所
は
、
管

理
業
者
に
委
託
し
対
応
を
し
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
は
、
国
県
道
の
補
修
箇

所
等
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、そ
の
都
度
、

土
木
事
務
所
へ
連
絡
し
対
応
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、村
道
・
農
道
・

林
道
の
村
管
理
施
設
は
、
定
期
的
に
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
補
修
等
が
軽
微
な

も
の
は
職
員
が
対
応
し
、
規
模
が
大
き
い

井出　剛弘議員

県
道
、村
道
の
側
溝
に
つ
い
て

質
こ
こ
数
年
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
大

規
模
な
水
害
が
全
国
的
に
発
生

し
村
内
で
も
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
害
防
止
は
河
川
の
改
修
な
ど
必
要
と

思
い
、
村
民
が
暮
ら
し
の
目
の
届
く
と
こ

ろ
で
不
安
に
思
う
の
が
道
路
の
側
溝
の
状

況
で
す
。村
内
の
側
溝
整
備
さ
れ
た
中
で
、

落
葉
や
場
所
に
よ
っ
て
は
土
砂
等
が
堆
積

し
て
い
る
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

雨
水
を
適
切
に
排
水
で
き
ず
道
路
に
流
れ

出
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。
再

び
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
ら
災
害
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
の
は
委
託
業
者
に
補
修
を
指
示
し
管
理

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
路
線
数
や
管
理

延
長
が
膨
大
で
あ
り
、
管
理
が
行
き
届
い

て
い
な
い
箇
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

村
道
等
の
維
持
管
理
は
大
変
重
要
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
維
持
管
理
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

米
全
袋
検
査
の
農
家
補
償
に
つ
い
て

質
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ
稲
作
が

再
出
発
し
て
か
ら
今
年
で
９
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　
福
島
県
の
米
は
引
き
続
き
放
射
性
物
質

の
全
袋
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
全
袋
検
査
に
つ
い
て
下
川
内
検
査
場
所

へ
の
輸
送
に
つ
い
て
国
、
東
京
電
力
か
ら

の
補
償
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
何
年

間
、
農
家
か
ら
こ
の
補
償
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
と
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
行
政
へ

の
不
信
に
繋
が
り
か
ね
ま
す
の
で
、
こ
の

件
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
米
全
袋
検
査
の
農
家

補
償
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

福
島
県
産
米
の
全
量
全
袋
検
査
に
か
か
る

損
害
賠
償
の
事
務
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、
毎
年
９
月
に
、
県
の
恵
み
安
全
対
策

協
議
会
に
全
袋
検
査
実
施
計
画
承
認
申
請

書
を
提
出
し
、
10
月
に
は
県
協
議
会
か
ら

概
算
事
業
費
の
７
割
が
概
算
払
い
に
よ
り

交
付
さ
れ
ま
す
。
賠
償
の
対
象
と
な
る
経

費
と
し
ま
し
て
は
、
検
査
に
か
か
る
人
件

費
、
検
査
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
、
各
種

リ
ー
ス
料
金
と
米
の
運
搬
費
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
東
京
電
力
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ

り
平
成
30
年
度
か
ら
実
費
賠
償
方
式
に
変

更
さ
れ
、
領
収
書
等
の
確
認
後
に
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
７
割
の
概
算
金
は
、先
に
人
件
費
、

検
査
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
、
リ
ー
ス
料

金
の
支
払
い
が
完
了
し
た
後
に
部
分
払
い

請
求
を
行
い
、
そ
の
賠
償
金
が
入
金
さ
れ

た
後
に
、
米
運
搬
費
用
を
農
家
へ
支
払
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
全
袋

検
査
デ
ー
タ
と
米
搬
入
伝
票
の
数
量
確
認

作
業
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
支
払
い
が

遅
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年

度
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
８
月
18
日

に
入
金
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
確
認
作
業

を
急
い
で
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
農
協
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
早

期
支
払
い
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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こ
こ
が

こ
こ
が
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き
た
い　

議
員
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い　
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員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
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川
内
村
火
葬
場
使
用
料
助
成
制
度
に

つ
い
て

質
川
内
村
で
は
双
葉
郡
内
の
火
葬

場
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

双
葉
郡
外
で
火
葬
さ
れ
た
場
合
、
川
内
村

火
葬
場
使
用
料
助
成
制
度
に
よ
り
料
金
の

一
部
を
助
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
双
葉

町
に
立
地
さ
れ
て
い
る
聖
香
苑
が
令
和
３

年
10
月
１
日
再
開
を
予
定
し
て
い
る
事
か

ら
聖
香
苑
再
開
後
の
川
内
村
火
葬
場
使
用

料
助
成
制
度
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
１
点
目
の
川
内
村
火
葬
場
使
用

料
助
成
制
度
に
つ
い
て
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
震
災
と
原
発
事
故

の
影
響
に
よ
り
双
葉
郡
内
で
の
火
葬
が
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
双
葉
郡
外
で
火
葬
し
た
場
合
に

は
、
８
万
円
を
上
限
に
差
額
を
助
成
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
双
葉
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
に
よ
る
聖
香
苑
（
せ
い
こ
う

え
ん
）
の
火
葬
炉
復
旧
工
事
や
法
面
保
護

工
事
な
ど
の
施
設
復
旧
事
業
が
９
月
中
に

完
了
す
る
た
め
、
令
和
３
年
10
月
１
日
に

再
開
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
の
10
月
か
ら
は

震
災
前
の
状
況
に
戻
り
ま
す
の
で
、
助
成

制
度
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
本
年
９
月
末

ま
で
と
な
り
ま
す
こ
と
ご
理
解
願
い
ま

す
。
ま
た
、
火
葬
料
に
つ
い
て
も
震
災
前

と
同
額
と
の
こ
と
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
じ
い
ろ（
地

域
文
化
伝
承
教
室
）
に
つ
い
て

質
川
内
村
の
地
域
文
化
を
伝
承
す

る
機
能
を
有
し
、
村
民
等
が
集
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
併
せ

て
公
民
館
機
能
を
有
す
る
施
設
と
し
て
川

内
小
中
学
園
内
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
に
じ
い
ろ
（
地
域
文
化
伝
承
教
室
）」

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
ま
で
の

村
民
等
の
利
用
状
況
及
び
少
し
で
も
村
民

の
皆
様
に
利
用
し
て
頂
く
た
め
に
、
活
用

策
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

等
を
開
催
し
施
設
の
利
用
を
促
進
し
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
２
点
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
に
じ
い
ろ
（
地
域
文
化
伝
承
教

室
）
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
今
年

度
４
月
よ
り
開
設
し
、
８
月
末
現
在
の
利

用
者
が
４
２
４
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
取
組
み
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
小

中
学
園
児
童
に
向
け
た
「
ガ
ラ
ス
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
」
講
座
、
６
月
に
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
じ
い
ろ
」
の
活
用
を
図

る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

村
民
14
名
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
７
月
に
は
、

福
島
県
ふ
た
ば
復
興
事
務
所
主
催
に
よ
る

双
葉
郡
内
の
「
現
在
と
震
災
前
」
の
写
真

展
覧
会
の
開
催
、
８
月
に
は
、
村
民
65
名

の
方
が
参
加
し
た
「
時
計
組
立
教
室
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
当
施
設
の

見
学
会
や
各
種
会
議
等
に
も
利
用
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
、
村
民
が
集
う
「
交
流
の
場
」、「
学
校

と
地
域
を
つ
な
ぐ
場
」、
そ
し
て
、「
村
の

文
化
芸
術
の
活
動
推
進
の
場
」
と
し
て
、

さ
ら
に
は
情
報
発
信
の
役
目
を
担
う
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
的
な
施
設(

ス
ペ
ー
ス)

と

し
て
活
動
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

川
内
村
国
保
診
療
所
・
整
形
外
科
に

つ
い
て

質
川
内
村
国
保
診
療
所
・
整
形
外
科

が
休
診
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
原
因
と
村
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
３
点
目
の　

川
内
村
国
保
診
療

所
・
整
形
外
科
の
休
診
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
の
帰
村
宣
言

と
震
災
避
難
か
ら
の
帰
村
を
促
す
施
策
と

し
て
国
保
診
療
所
の
診
療
科
目
を
内
科
、

歯
科
に
加
え
て
眼
科
、
心
療
内
科
、
消
化

器
内
科
、
そ
し
て
整
形
外
科
の
外
来
診
療

に
よ
り
村
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

坪井　利之議員
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こ
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が

こ
こ
が

聞聞
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た
い　
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員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

し
健
康
維
持
増
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
の
整
形
外
科
医

師
の
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
年
８
月
４
日
か
ら
整
形
外
科
外
来
を
休

診
と
し
て
お
り
ま
す
。
診
察
は
で
き
ま
せ

ん
が
投
薬
管
理
は
継
続
し
て
お
り
、
手
術

や
注
射
な
ど
整
形
外
科
措
置
を
要
す
る
場

合
に
は
、
紹
介
状
に
よ
り
、
外
部
医
療
機

関
へ
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
代

わ
り
の
医
師
確
保
で
す
が
、
現
在
全
国
的

な
医
師
不
足
、
更
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
の
医
師
の
引
き
合
い
か
ら
、
医

師
確
保
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
の
、

関
係
機
関
へ
の
お
願
い
を
重
ね
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
了
承
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

佐久間 武雄議員

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

質
村
が
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し

整
備
さ
れ
農
に
貸
付
し
、
昨
年
か

ら
村
民
の
協
力
を
得
て
生
産
開
始
し
立
派

な
イ
チ
ゴ
が
出
来
販
売
さ
れ
、
村
民
か
ら

喜
ば
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
夏
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が

中
々
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ベ
ジ
テ
ッ
ク
川
内
株

式
会
社
が
イ
チ
ゴ
生
産
は
も
ち
ろ
ん
、
農

地
を
借
り
野
菜
生
産
に
も
取
組
む
所
で
す

が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
村
と
し
て
は

農
と
の
協
議
は
も
ち
ろ
ん
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
様
な
経
緯
か
ら
ベ
ジ
テ
ッ

ク
川
内
株
式
会
社
に
な
っ
た
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

答
１
点
目
の
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
施

設
は
、
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用

し
野
菜
栽
培
施
設
と
し
て
村
が
整
備
し
た

施
設
で
あ
り
、
令
和
２
年
８
月
末
に
完
成

し
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、株
式
会
社
農
（
み
の
り
）
か
ら
、

貸
付
申
請
が
あ
り
令
和
２
年
９
月
15
日
付

け
で
施
設
の
使
用
貸
借
契
約
を
締
結
し
貸

付
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ベ
ジ
テ
ッ
ク
川
内
株
式
会
社
は
、農（
み

の
り
）
が
地
域
で
の
事
業
法
人
と
し
て
設

立
し
た
会
社
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
は
村

内
の
農
地
を
借
り
て
野
菜
栽
培
を
計
画
し

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
は
現
在
も
農
（
み
の
り
）
の
社
員

が
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
運
営
に
か
か

る
ベ
ジ
テ
ッ
ク
川
内
と
の
関
係
に
つ
い
て

農
（
み
の
り
）
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ベ

ジ
テ
ッ
ク
川
内
株
式
会
社
と
は
販
売
委
託

契
約
を
締
結
し
、
商
品
の
販
売
を
お
願
い

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

工
業
団
地
　
農
に
つ
い
て

質
農
の
工
場
建
設
が
中
止
に
な
っ

て
い
る
件
に
つ
い
て
は
６
月
に

久
保
田
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
工
場
に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月

完
成
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
基
礎
の
部
分
は
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
状

況
の
中
、
突
然
事
業
が
中
断
さ
れ
社
長
か

ら
原
因
は
昨
年
３
月
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
当
初
の

計
画
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
大
変
厳
し
い

と
説
明
が
あ
り
、
今
後
、
農
に
お
い
て
は

計
画
の
見
直
し
を
行
い
建
設
再
開
に
向

け
、
国
、
更
に
業
者
と
協
議
し
進
め
て
行

く
と
い
う
農
か
ら
の
話
を
伺
っ
て
い
る
と

の
事
で
す
が
、
昨
年
建
設
中
断
さ
れ
て
約

１
年
間
程
に
な
る
が
、
な
ぜ
こ
の
様
に
遅

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
基
礎
の
部
分
は

ほ
ぼ
完
成
に
近
い
が
見
直
し
の
時
、
問
題

は
な
い
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
工
業
団
地
株
式
会
社

農
（
み
の
り
）
に
つ
い
て　

で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
佐
久
間
議
員
も
ご
承
知
の

と
お
り
、
昨
年
春
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
影
響
し
、
農
（
み
の
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

５５
名
が
登
壇

名
が
登
壇

り
）
の
事
業
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。こ
れ
が
大
き
な
要
因
と
な
り
、

当
初
の
計
画
を
予
定
通
り
進
め
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
工
事
を
休
止
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
の
工
場
建
設
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
農
（
み
の
り
）
と

施
工
業
者
と
の
間
で
協
議
さ
れ
る
も
の
と

理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
工
業
団
地
を
管

理
す
る
立
場
と
し
て
引
き
続
き
状
況
の
聞

き
取
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
農
（
み
の
り
）
の
社
長
か
ら
は
、

本
村
で
の
事
業
は
や
り
遂
げ
た
い
と
話
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、村
と
し
ま
し
て
は
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

久保田 裕樹議員

各
家
庭
に
お
け
る
新
盆
の
焼
香
参
拝

に
係
る
村
施
設
等
で
の
一
括
開
催
に

つ
い
て

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
猛
威
の

中
、
今
年
度
の
新
盆
廻
り
は
、
新

盆
の
各
家
庭
に
お
い
て
も
細
心
の
注
意
と

対
策
を
も
っ
て
各
拝
礼
者
を
迎
え
た
も
の

と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
本

村
に
お
け
る
新
精
霊
の
数
も
50
件
超
え
、

超
高
齢
化
を
迎
え
た
本
村
は
、
今
後
も
同

様
の
増
加
傾
向
に
な
っ
て
行
く
と
推
察
い

た
し
ま
す
。
又
、
盆
の
期
間
中
、
帰
郷
し

た
家
族
等
に
よ
り
、
こ
の
時
期
交
通
量
の

増
加
は
ご
承
知
の
通
り
で
、
新
盆
の
家
々

を
訪
問
す
る
拝
礼
者
（
運
転
手
）
も
高
齢

な
方
が
ほ
と
ん
ど
で
交
通
事
故
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
盆
に
あ
た
る
各
家
庭
の

方
々
は
接
客
に
追
わ
れ
、
特
に
ご
婦
人
方

の
ご
苦
労
は
如
何
ば
か
り
か
と
お
察
し
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
、
村
の
施

設
等
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
図

り
な
が
ら
、
１
箇
所
の
会
場
で
物
故
者
へ

の
哀
悼
の
意
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
場

を
設
け
、
村
民
の
負
担
軽
減
と
新
生
活
運

動
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
村
と
し

て
の
対
応
を
伺
い
ま
す

答
各
家
庭
に
お
け
る
新
盆
の
焼
香

参
拝
に
係
る
村
施
設
等
で
の
一

括
開
催
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
し
か
に
議

員
ご
提
案
の
村
施
設
等
一
か
所
で
、
物
故

者
へ
の
哀
悼
の
意
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
村
民
、
特
に
ご
婦
人

方
の
ご
苦
労
を
軽
減
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
物
故
者
へ
の
お
祈
り
は
、
ま
さ

に
個
人
が
そ
の
考
え
に
基
づ
き
な
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
憲
法

で
は
、
政
教
分
離
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

村
施
設
で
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

新妻　幸子議員

川
内
村
に
お
け
る
新
生
活
運
動
に
つ

い
て質

川
内
村
に
お
け
る
新
生
活
運
動

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
始
め
に
、
全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
村
当
局
、
医

療
従
事
者
の
献
身
的
な
対
応
に
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
新
盆
は
終
了
致
し
ま
し
た
が

村
民
の
方
々
か
ら
特
に
若
い
人
達
、
移
住

者
の
人
達
か
ら
新
盆
の
有
り
方
を
改
革
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
永
い
間
、
培
っ
て
来
た
良
い
風

習
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
概
に
変
更
出

来
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
婦

人
会
か
ら
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
隣
の

都
路
で
は
大
改
革
を
行
っ
た
様
で
す
。
川

内
村
で
も
現
代
に
沿
っ
た
大
改
革
が
必
要

の
時
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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こ
の
こ
と
か
ら
村
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
実
施
し
新
盆
の
有
り
方
に
対
す
る

意
見
を
求
め
、
改
革
し
て
行
く
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
村
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

答
川
内
村
に
お
け
る
新
生
活
運
動

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新

生
活
運
動
は
、
震
災
前
か
ら
婦
人
会
を
中

心
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
お
盆
時
期
の
挨
拶
回
り

は
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
本
村
の
慣
習
で

あ
る
と
の
議
員
の
ご
意
見
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
さ
に
私
も
同
感
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
お
盆
の
時
期
に
、
物
故
者
へ
の
哀
悼

の
意
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
こ
と
は
、

先
ほ
ど
久
保
田
議
員
へ
答
弁
し
た
通
り

で
、
ま
さ
に
個
人
個
人
が
そ
の
人
の
考
え

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

新
盆
の
在
り
方
等
を
行
政
が
主
体
と
な

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
今
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

令和３年第３回臨時会令和３年第３回臨時会
８月１１日開催８月１１日開催

工事請負契約締結１件について審議、可決
　令和３年第３回議会臨時会は、８月11日開催されました。今回の臨時会では、工事請負契約締

結１件について審議され、可決されました。

◆議案第52号　工事請負契約の締結について
第10号　宮ノ下地区　農業用施設等改修工事

請 負 者　川内村大字下川内字町尻１　丸川建設株式会社　代表取締役　西山武志

請 負 額　52,580,000円

工事完成期日　令和４年３月31日

【提案理由】
　東日本大震災と原子力発電所の事故により、農業用用排水施設が破損し、加えて破損箇所が長期避難に

より拡大したため、漏水により十分な水量を確保できない状況であり、また、営農再開に伴い新たな漏水

箇所も判明したことから、安定した水量の確保に向けて改修工事を行うものです。

可決された主な議案等
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議会ホームページもご覧ください議会ホームページもご覧ください

議会議員の紹介、議会構成、議会日程、議会だよりはもちろん、

議会内容を記録した会議録も見られます。ぜひご覧ください。

http://www.kawauchimura.jp/page/dir000045.html

川内村議会

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和


